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1. はじめに 

 

 足尾地域はかつて森林の豊かな土地であった。しか

し、銅山の開発や災害により森林が傷つけられ大規模

な荒廃地が形成された。そして現在に至るまで、広大

な荒廃地の復旧のため様々な治山事業が続けられてき

た 1)2)。また、この地域では銅山開発と環境修復を併せ

て、世界遺産登録を目指している。したがって、植生

回復状況を簡便かつ持続的にモニタリングしていくこ

とは非常に重要である。 

 そこで、本研究ではフリーな GIS と土地利用 3 次メ

ッシュデータ・空中写真・MODIS データ(NDVI)といっ

た各種データを用いて足尾地域の植生回復について評

価し、それぞれの適用性について検証を行う。 

 

2. 解析方法 

 

（1）対象範囲と使用データ 

対象範囲は足尾砂防堰堤の流域 56km2で、松木川・

仁田元川・久蔵川の 3 つの小流域から成る(図－1)。 

 使用したデータは、土地利用状況(1976・2006 3 次

メッシュ:国土数値情報)、空中写真（1976・2000:国土

地理院）、MODIS データ(2004-2010 NDVI 空間分解能

250m: 国土地理院)で解析に使用したソフトは

SuperMap Viewer3)と RSP4)である。 

 

(2)解析方法 

 各データは web ページからダウンロードした 5)6)。 

空中写真は立体視により判読を行い、裸地をトレース

した。トレースしたデータを GIS へ取り込み、500m メ

ッ 
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図－1 対象地域 

図－2 空中写真の例(1976 年松木川) 

図－3 裸地変化(空中写真判読 1976-2000) 
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フリーな GIS と各種データを用いた足尾地域の植生回復モニタリング （23）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シュ解析と対象地域全体の裸地面積を求めた。 

土地利用状況のデータは GIS へと取り込み、森林量

を 10 段階に区分した主題図を作成した。 

 MODIS データは数値に変換して対象地域全体の 1年

を通した平均の値を求めた。 

 上記の処理の後、データ種別に植生量の変化を調べ

足尾地域のモニタリングに対する適用性を検討する。 

 

3. 解析結果 

 

図－2 に空中写真の例を示す。図－3、4はこれらを

解析した結果である。図－3 は 1976 年と 2000 年の植

生の変化を示したもので、色が濃いほど植生が回復し

ていることを示している。また、図－4 は対象地域全

体の裸地面積の変化を示している。図－4より植生は

わずかではあるが回復している事がわかる。図－3か

ら松木川の流域において植生が回復しつつあることが

わかる。このことは、松木川流域は未だ荒廃が酷いた

め、懸命な緑化活動が続けられているという事実と合

致する。 

図－5 に国土数値情報の 3次メッシュデータによる

森林量の解析結果を示す。メッシュの色が濃いほど森

林量が多いことを表している。図－5の(a)及び(b)か

ら 1976 年より 2006 年の方が森林が減少しているとわ

かる。そのため植生の回復を考える上で信頼性に欠け

ると判断した。 

 図－6に 2007 年 7 月の NDVI データに擬似的に色を

つけた画像を示す。図－7は対象地域全体の NDVI の 1

年間の平均値を年毎に示したグラフである。図－7よ

り NDVI が年を追うごとに増えている、つまり植生が増

えていると言える。また、図－6 より NDVI の解析結果

からも松木川流域付近では植生が少ないということが

言える。 

 

4. 結論 

 

 以上の解析結果から空中写真と NDVI（MODIS データ）

による足尾地域の植生判読は十分に可能であると言え

る。ただし、空中写真には判読に手間と技術が必要で

ある、限られた年度の写真しか存在しない、といった

問題点がある。一方、MODIS データは決まった期間で

データが公開され、解析も簡単である。このことから

簡便かつ持続的な植生モニタリングには MODIS データ

が適していると言える。 
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図－4 総裸地面積変化 1976-2000 

図－6 NDVI 疑似カラー画像 2007 年 7 月 

図－7 NDVI 年平均変化 図－5 森林量の例(国土数値情報による) 
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